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技術レポート 49 

スマートビルディングに関する調査・研究  



はじめに 

 

本レポートのテーマは「スマートビルディングに関する調査・研究」 

ご存知の通り、スマートビルディングは従来の BAS や BEMS に加え、さまざまな建築設備に

IoT を搭載してシステム上で一元管理したり連携させたりすることが可能で、「建物の保守管

理の効率化や、利用者の利便性向上などを実現する」ことができるとされています。オフィ

スビルを「快適性の向上と働きやすい職場を作るための大切な環境要因」として捉える向き

が増えてきたことも、スマートビルディングの普及を後押ししているようです。ただ、これ

らは設備のオプションとして後から気軽に追加できる物ではなく、建築設備を構成する製品

や部品に組み込まれているものが多いため、導入コストが高くつく傾向にあり、建物の新築

や設備更新・改修工事のタイミングでの導入が多いものと思われます。そのため普及スピー

ドは中長期的な時間軸で進んで行くものと考えられます。 

実例として、令和 5 年 11 月 27 日に開催しました「大阪協会と東京協会による設備管理に

関する情報交換会」で発表されました、大規模改修によるスマート化について竹中工務店様

より「竹中セントラルビルサウス」、新築ビルのスマート化にいてはアイテック阪急阪神様よ

り「大阪梅田ツインタワーズ・サウス」のお話を伺いました。 

近年では「AI」が進歩し、IoT も「エッジ AI」と呼ばれる組み込み型の AI が搭載され、IoT

側で異常か正常かを分析したり判定を下したり、予兆保全を行なったりすることができる製

品も出てきています。AI は設備だけでなく各種センサーや計測器にも組み込まれるようにな

ってきており、それら製品とクラウドが連携したサービスや「スマート〇〇」と言った製品・

サービスを見かけるようにもなってきました。 

「技術レポート 49」の発刊に当たって、建物の省力化や見える化など「スマートビルディ

ング」へ移行中である現在において、既設建物や現場に導入されている「スマート」なモノ

やサービスを取り上げ、導入に至った経緯や有効性、見えてきた課題などの使用感も合わせ

て事例としてレポートをしています。本レポートがビル管理会社のスマート化への取り組み

の一助になれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目次 

１． 実際の導入事例 

１-１ 管理ロイド 

１-２ Ｉｏｒリークハイテスタ 

１-３ ＡＮＤＰＡＤ 

１-４ スマホ検針「めたぽすと」 

２． 他業種の導入事例 

２-１ 株式会社ダイヘン 十三事業所 様 

２-２ 土山ハイウェイサービス株式会社 様 

３． スマートビルディングＥＸＰＯの動向  

４． ビルメンテナンスとＤＸによる変化について 

５． スマートビルとビルメンテナンスについて 

６． スマートビルの先にあるスマートシティ 

 

（参考資料） 

アイテック阪急阪神「ビル管連ソリューションのご紹介」2023 年度 東西交流会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．実際の導入事例 

 

 

１- １ 管理ロイド 

 

１-２ Ｉｏｒリークハイテスタ 

 

１-３ ＡＮＤＰＡＤ 

 

１- ４ スマホ検針「めたぽすと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　気にしておく必要があり、場合よってはオフラインモードに切り替え撮影する必要がある。

・クラウドの為、管理者権限の設定により必要関係者が遠隔地よりWEB閲覧や修正が可能。

・メーター検針時の撮影で、カメラの向きは正面に限られる。上下逆は数値変換ミスが起きる。

・AI搭載のため、写真撮影→数値変換→記録のプロセスが人手より早い。
・検針表や報告書の作成が自動で工数削減。
・メーターの検定期限を始め、異常値なども検出できる。

・メーター指示計ガラスの反射光で上手く映らず数値変換ミスが起きる事があり、工夫が必要。
・撮影→数値変換のプロセスはクラウドとの通信が必要。撮影毎に携帯電波の状況を常に

メーカー 株式会社 THIRD

無くすクラウドシステム。
1．AI検針による自動検針機能
　  AIによるメーター自動読取り。WEB台帳も自動作成され、ダブルチェックの工数を削減。

導入事例

省力化　・　人材不足対策　・　コストダウン　・　ヒューマンエラー対策
クオリティアップ　・　ＤＸ化　・　実証実験　・　商品紹介　・　（　　　　　　　　　　　）

3．報告書自動作成機能
　  報告書がボタン一つで自動作成可能。現在使用しているExcelの報告書をそのまま再現。

管理ロイドとは、紙が原因で発生している業務の非効率をAIで改善し、重複業務、ムダな業務を

5．日程調整／履行管理機能
　  協力会社との日程調整および履行管理が自動化。物件掲示板のお知らせ文書も自動作成。

１-１　管理ロイド

②メーカー・製品
ホームページ

https://third-inc.co.jp

製品の紹介

製品概要

6．月報自動出力機能
　  業務や不具合の内容を一覧化、オーナ―向け報告書添付資料を一括ダウンロード可能。

①メーカー・製品
ホームページ

https://kanri-roid.app

2．不具合管理機能
　  不具合発生後の応急処置、根本原因解決のための工事見積取得、工事の写真整理など
　  各種管理や報告書作成が自動化。

4．写真報告機能
　  写真報告書を自動作成。アプリで撮った写真はその場で加工やコメント追加も可能。

導入目的

・撮影スピード（フォーカスや露光など）スマホカメラの性能に依存する。

2023年9月 導入中～

製品の
メリット

製品の
デメリット

イニシャルコスト
（概算）

ある物件の場合、セットアップ費用として\5,000- （但し、物件数・棟数・登録メーター数による）

導入期間

上記物件の場合、１物件１棟550点数で月額\15,000-（但し、登録メーター数による）
ランニングコスト

（概算）

・検針工数の削減。検針に関わる人員数を減らす事が出来る。
・ヒューマンエラー（読み間違い、記入ミス）回避。



　　更に検針表を自動的に出力することができる。

製品の写真・取扱説明・図面などの資料

【AI検針による自動検針機能と報告書自動作成機能】
 ■管理ロイドアプリで検針を実施すると、WEB管理画面(ダッシュボート）に検針メーターが一覧で表示され、



【作業風景とAI検針による自動検針】

【異常値チェックと写真報告】

製品の写真・取扱説明・図面などの資料



【 不具合・クレーム事象の管理機能 】

【 月次予定管理機能 】

製品の写真・取扱説明・図面などの資料



　そのような機能はありません。

　そのため日常管理の品質向上に繋がります。

・電動機が運転状態で測定します。

　そのためスイッチの戻し忘れ防止に繋がる可能性があります。

・導入コストが絶対的には高価（定価168,000円程度）なので、金額的なリターンを

　望まれる場合は、導入しにくいと思われます。

１－２　Iorリークハイテスタ

・測定時に電動機を稼働状態で測定します。そのため停止する必要はありません。

　（停止状態で測定はできません）

・漏電値を測定することにより、結果的に絶縁測定と同等の成果を提供できます。

　(内線規定：1345-2低圧電路の絶縁性能　より)

メーカー 日置電機株式会社

製品の紹介

-

①メーカー・製品
ホームページ

https://www.hioki.co.jp/jp/products/detail/?product_key=986

製品特徴

・通常絶縁測定作業ができない（又はしにくい）電動機の測定に使用できます。（INV回路等）

・ポンプやファンの電動機（モーター）の漏電値（絶縁抵抗値）を測定します。

製品の
デメリット

導入期間 ２０１５年 導入中～

イニシャルコスト
（概算）

定価は168,000円（オプション付き）

ランニングコスト
（概算）

基本不要

製品の
メリット

・INV（インバーター）制御回路でも測定可能です。

　そのため日常点検の品質向上に繋がります。

・通常は停止できない電動機であっても測定が可能です。

・デジタル型絶縁測定器では、「異常」が表示されますが、この測定器には

導入事例

省力化　・　人材不足対策　・　コストダウン　・　ヒューマンエラー対策

クオリティアップ　・　ＤＸ化　・　実証実験　・　商品紹介　・　（　　　　　　　　　　　）
導入目的

②メーカー・製品
ホームページ

https://www.hioki.co.jp/jp/products/detail/?product_key=986


製品の写真・取扱説明・図面などの資料

表示部分

I0r部分が1mA以下であること

問題ありません。

３線を全てクリップする。

２線で電圧を測定する。

表示部分

I0rが1mA以上 問題あり

絶縁抵抗試験を実施する

必要あり



-

・利用者も特定の人に偏る、能力の差が出てくる。

・全社員に知識の導入は、時間がかかる。社内説明会が数回必要。

・専門スタッフやリーダーを社内で作らないと、精度がばらつく。

※セキュリティ体制あり、二要素認証、自社専用フォルダ、閲覧制限

導入事例

②メーカー・製品
ホームページ

ランニングコスト
（概算）

年間480,000円～1,200,000円(契約内容に異なる)

製品の
メリット

製品の
デメリット

・契約人数を選べる、下請け業者も利用できる(100人登録しています)

・参加メンバー以外は詳細情報を見ることができない。物件ごとにメンバーを選出する。

・スマホ・タブレット・パソコンで現場確認・報告、チェックができる。

・図面・仕様書・注意事項等共有できる。

導入期間 2021年4月 導入中～

イニシャルコスト
（概算）

製品概要

①メーカー・製品
ホームページ

http://andpad.jp/login

4.写真(日付、黒板付写真、写真台帳作成、写真書込編集、自動整理等)

5.報告確認(事務所からパソコンで見れる、現場からスマホで日報報告)

6.チャット(社内外連絡)特定のメンバー選定し、発信・閲覧　既読確認)

※オプションで原価管理・入金管理・営業管理を選択できる

※サポート体制の充実、操作不安者への電話対応あり、社内勉強会参加あり

社内と現場をつなぐクラウドサービス(建築施工管理に必要な情報を一元化管理します)

１－３　ＡＮＤＰＡＤ

メーカー 株式会社アンドパット

1.案件情報(物件情報・建物情報・工事経歴・管理会社・他)

2.工程表作成(テンプレートより選べる)編集や全作業員の進捗情報管理、予実管理等

3.資料保存(図面共有、現場状況、取引先別・担当別分類、誰が閲覧したかチェック機能)

製品の紹介

省力化　・　人材不足対策　・　コストダウン　・　ヒューマンエラー対策

クオリティアップ　・　ＤＸ化　・　実証実験　・　商品紹介　・　（　　　　　　　　　　　）
導入目的



保存した写真は、報告書ファイルに転送できる。

製品の写真・取扱説明・図面などの資料



物件詳細情報の入力を行う

製品の写真・取扱説明・図面などの資料



工程管理

工程表のチェックが入る

日付別進捗写真フォルダができる

製品の写真・取扱説明・図面などの資料



製品の紹介

メーカー アイテック阪急阪神株式会社

エビデンスとしてメーターの写真を撮影した上で検針値をテンキー入力しクラウド

サーバにアップロードするサービス。

現地にてメーター付近に貼付している専用のQRコードをスマホカメラで読み込むと

届かないところでも検針が出来、電波が入るところで「送信」ボタンを押せば、

未送信データを一括でクラウドサーバへアップロード出来る。

省力化　・　人材不足対策　・　コストダウン　・　ヒューマンエラー対策

クオリティアップ　・　ＤＸ化　・　実証実験　・　商品紹介　・　（　　　　　　　　　　　）
導入目的

製品概要

従来は紙のメーター台帳などで検針記録を記載し手計算を行っていたが、スマホで

②メーカー・製品
ホームページ

－

導入期間 2021年7月 導入中～

桁上がりやメーター乗率にも対応している為、一度設定すれば面倒な計算は不要である。

①メーカー・製品
ホームページ

https://www.octbas.net/meterpost/

メーター検針画面に遷移し、現地メーターのエビデンス用写真を撮影。

その後スマホのテンキーで検針値を入力とシンプルな構造。データアップデート時に前月・

前年の使用量をパーセントで表示し異常値の確認アラートで誤検針防止に役立つ。

検針箇所が多い所や、複数物件を管理している場合、現地で検針値等を入力すれば

事務所などで管理者がパソコンで確認が出来、エビデンスとしての写真と照合が

イニシャルコスト
（概算）

初期費用\198,000～
スマホ（iPhone）が無い場合は端末購入費が必要。（中古で\15,000程度～）

ランニングコスト
（概算）

システム利用料：\24,100～／月額（参考価格／メーター数などで変動）
端末通信費：￥500（格安SIM）～\3,000（大手キャリア）程度。（専用端末として）

製品の
メリット

・巡回型サービスなどで現地入力しクラウドにUPすれば、即時に事務所の管理者も確認が出来る

　ため、時短になる。

・メーター交換やテナント入れ替えの処理もスマホ上で出来るため、変更が容易。

・誤検針防止のため従来は複数名で検針していたが1名で検針が出来、人出不足とクオリティUP

・OCR機能は無い為、メーターの数値が自動的に入力はしない。（良い意味で読み間違いはない）

・対応スマホがiPhoneのみでandroidは対応していない。

　が両立。

・入力回数が１回のみで転記が不要かつ誤入力防止になる。

・PCの管理画面でグラフ表示が出来るため、エネルギー比較がしやすい。

・導入時に比較用の過去データとして全メーターの検針値を１年分入力する必要が手間である。

・複数メーター（集合型など）は読み取るQRコードが近接して別のメーターになる恐れがあり要対策。

出来るため、誤入力防止になる。

データは一旦アプリ内で保持する為、地下や奥まった機械室など携帯電話の電波が

導入事例

１－４　スマホ検針「めたぽすと」

製品の
デメリット

・煩わしい手計算が不要。特に現地で前月・前年の比較が出来るため漏水の発見にも役立つ。



製品の写真・取扱説明・図面などの資料

アイテック阪急阪神㈱ホームページより画像引用　（2023年9月現在の情報です）



製品の写真・取扱説明・図面などの資料



製品の写真・取扱説明・図面などの資料

実際の運用写真

③全ての検針が終わり、事務所のＰＣでエビデンスの写真

と入力データが合っているか責任者が確認。

①検針したいメーター傍らのＱＲコードをアプリカメラで読み

取り検針台帳を起動。

②検針値をアプリのテンキーで入力後、クラウドサーバへ

送信。

④ＰＣで過去データのグラフが見れるため、エネルギーの

使用状況が一目で確認できる。



２． 他業種の導入事例 

 

 

愛知時計電機株式会社 一括無線検針システム 

 

 

２-１ 株式会社ダイヘン 十三事業所 様 

 

２-２ 土山ハイウェイサービス株式会社 様 

 



 

 

LoRa 一括無線兼システムの導入について 

 

技術レポート４９のテーマである「スマートビルディングに関する調査・研究」の製作に

際して、ビル管理における検針業務の効率化、安全面、誤検針などのトラブル防止に繋がる

ような仕組みの知見を拡げるため、愛知時計電機株式会社製の「LoRa 一括無線検針システ

ム」を導入されている企業様を視察訪問いたしました。 

訪問内容を、以下のとおり纏めております。 

 

 

＜視察訪問企業①＞ 

 導入企業：株式会社ダイヘン十三事業所 様 

 訪問日時 ：２０２３年２月１３日 

 

【導入経緯】 

・従来、水道メーターは「人による目視検針を、１回/月の頻度」で実施していた。 

・工場内に、メーター２６箇所設置されており、月次検針は約 2時間要していた。 

・ISO１４００１認証を受けており、『水資源の省力化』が毎年の環境目標として設定。 

・月次検針時に、平時より使用量過多となっている施設を確認。（漏水トラブル発生） 

・水道メーターも検定時期を迎えていた。 

上記要素から、以下に留意しシステム導入。 

① 更新時期を迎える。 ② 漏水事故などの早期発見。 ③ 人災予防（事故未然防止） 

④ 効率化（人による検針からシステム化 / 見える化 / データ蓄積・分析） 

⑤ 誤検針防止 

 

【導入後】 

・１回/日の頻度で自動検針。（夜中２時に検針） 

・データは８年半蓄積可能で比較（前月比/前年同月比など）が容易。 

➤従来、月単位で比較していたが、日単位での比較が可能となった。 

・異常発生の場合は、アラートをメール通知。 

・使用量など分析が可能となり、今後は様々な角度から提案できると展望。 

 

【システム概要】 

・NBIoT：少ないデータ量を、より遠くへ飛ばせる仕組み。 

・無線発信機は、電池式で寿命は約８年。 

・検針（信号送信）は、１回/日で複数回検針することは不可。（別のシステム導入必要） 

 

・通信費は、１ヵ所につき約 400～500 円/月。 



・給水だけでなく、給湯・電気・ガスも対応可。（パルスがあれば変換器を介して導入） 

・アラート（異常値）設定は、メーターごとで設定が可能。 

・本システムの閲覧（人数）制限は無い。（ＵＲＬを先様にお渡し、以降は先様対応） 

・専用メーターと無線発信機が必要。（メーター内蔵型は現時点で考えていない） 

・検針値は、Excel もしくは CSV で出力。使用量は出力後に計算。 

 

【考察】 

・工場という特殊性から安全面やトラブル予防などを念頭に、効率化を組合せメーター 

更新時期に合わせ導入されており、それまでは相当なご苦労をされていると感じる。 

施設見学後の意見交換で『費用対効果がどれほどなのか？』『データをどのように活用 

するのか？』などが出されたが、今後の展望としては、分析から効果的な提案という 

サイクルを標準化できるような仕組作りが、ビルメンテナンス業界全体の課題である

ように感じる。 

 

 

＜視察訪問企業②＞ 

 導入企業：土山ハイウェイサービス株式会社 様  

 訪問日時 ：２０２３年２月２０日 

 

【導入経緯】 

・対象は給水メーター。（メーター台数：26台） 

・検針の頻度は、１回/月。 

・製品とサービスを導入した主な理由は  

① 水道メーター検針におけるスタッフ業務を軽減させるため。 

② 検針スタッフの誤検針を防止するため。 

・電力メーターとガスメーターは共に無線化工事済み。  

 

【システム概要】 

・LoRa 一括無線検針システム（タブレット検針） 

・水道メーターは愛知時計電機製の電子出力付き。  

・26 箇所のメーターにそれぞれ子機を近接箇所に配線設置。子機は表示のないタイプ。 

・親機から子機の通信距離は、見通しで 500m 程度。 

・検針は、専用ソフトをインストールしたタブレット又は PC で行う。 

・親機とタブレットは Bluetooth で接続。（子機の電波が入れば必ずデータ収集が可能）  

・タブレット画面の検針スタートで子機からのデータが集約。 

・一斉受信では無く、順に子機からのデータを受信しており多少の時間を要す。  

・データ欠損の場合、ソフトの画面から再トライを行う。  

 

・データは CSV 形式で出力され、USB で PC へ移動できる。 



・登録メーターのグループ分け、メモ欄の機能もある。 

 

【その他】 

・導入検討時の通信テストは必須。 

・電池寿命は、子機が 10年で交換。メーターは、8年で電池交換せずに計量法に基づく 

メーター更新を実施。  

・電波状況によるが、地下の子機から地上の親機への通信は厳しい場面がある。 

（中継器は製造・販売していない） 

・子機を通信環境の良い場所まで移動させ設置する必要がある。 

（200m は、水道メーターから無線子機まで配線敷設可能） 

・子機は、密集設置しても電波が干渉することはない。 

・一般的なカメラを使用した検針システムは、水道メーターの設置環境によって、水没・ 

泥やゴミ等の影響を受けるが、愛知時計電機の無線検針システムは影響なく正確に検 

針が可能。 

・検針用タブレット（ノートＰＣ）は、他アプリケーションとの相互影響が不明なため、 

専用にして欲しいとのこと。 

 

【費用・コスト】 

・イニシャルコスト      … タブレット（又はノート PC）×1台 

LoRa 親機×1 台、子機×検針台数 

・電子出力付き検定メーター  … 検針台数 

・ランニングコスト      … LoRa 子機×1式（10 年毎） 

※子機本体の交換必要 

電子出力付き検定メーター（検針台数 ： 8年毎） 

※通信費は発生しない。（キャリア通信は使用しない） 

 

【関連機能】 

・水道メーターの漏水検知機能 

※一定時間、一定流量以上が継続して流れた場合に漏水と判断し、警告出力を表示する 

機能。 

 

【考察】 

・デメリット： 

メーターが一般の直読メーターより高い。メーターもビルオーナー資産のため更新時 

のハードルとなる可能性はある。その分をペイできる理由が必要。 

また、メーターの更新日が全台同じではない可能性の方が高く、全台更新されるまで目 

視検針との混在となる。この間をどうするか検討が必要。 

・メリット 

誤検針を防止できる。危険箇所や天候に左右される箇所への目視検針作業が無くなる。 



また検針における巡回時間の工数の削減が期待できる。これらはメーターの数が増え 

れば増えるほど効果が期待できる。ランニングコストが低いため省力化及び効率化の 

恩恵は厚い。 

・懸念事項 

ビルの場合メーターの設置個所（特に子メーター）が地下、躯体に遮蔽されている機械 

室や見通しの悪い場所の場合、製品として中継器がないため、子機を適切な場所に設置 

することが可能かどうか問題となると思われる。 

 

【まとめ】 

・クラウドを使用しない、ローカルで完結するシステムとして一つの解決策と思われる。 

水以外のエネルギー（電気・ガス）も同様に信号変換器を使用して LoRa 一括無線検針 

システムに取り込むことで、現場の検針作業に関わる省力化コスト削減に大きく寄与 

できるのではないかと思われる。 







 

３．スマートビルディングＥＸＰＯの動向 

 

開催日 ：2023 年 12 月 11 日（水）～13日(金) 

開催場所：東京ビッグサイト 

主催者 ：RX Japan 株式会社 

題  名：JAPAN BUILD TOKYO－建築の先端技術展－ 

     https://www.japan-build.jp/tokyo/ja-jp/about.html 

 

構成展示会 

スマートビルディング EXPO 

      ［高性能］建材・住設 EXPO、スマートハウス EXPO、 

施設リノベーション EXPO、商業施設・店舗 DX 展、 

不動産テック EXPO、建設 DX展、建物の脱炭素 EXPO 

 

スマートビルディング EXPO について 

展示物の構成についての傾向 

ビル全体の OSに関係する展示物（主にソフトウエア） 

ビル管理に関係する展示物（ハードウエア・ソフトウエア） 

建築・工事に関係する展示物（ハードウエア・ソフトウエア） 

ビル設備に関係する展示物（主にハードウエア） 

その他 

 

展示会を観た感想 

展示会を巡った感想としては「スマートビルディング」と言う言葉の意味についての定義が

まだ定着していない、と考えされられました。もちろん仕方が無い面とも考えます。このよう

な混沌から何かが生まれるのかもしれません。ただ国としての羅針盤があった方が良いのでは

とも思いました。 

各社の取り組みとしては、大阪 EXPO での展示内容と大きく違わないと思いました。一時ド

ローンを使用した新たな試みが多く展示されていましたが、最近は観なくなりました。個人的

には天井裏やピット内を十全に飛行するドローンが欲しいと感じています。 

 

 

https://www.japan-build.jp/tokyo/ja-jp/about.html


 

展示ブースからいただいたパンフレット 

 

 
 



４．ビルメンテナンスと DX による変化について 

従来のアナログな業務をデジタル化することで、業務効率化やサービス向上、人手不足解消な

どが期待されており、ビルメンテナンス業界においてもDX（デジタルトランスフォーメーション）

が進んでいます。 

 

 

 

〈例〉 

1. 業務効率化 

・書類を電子化して PC やタブレット端末で記録し、クラウド上で共有。 

・請求書発行や顧客対応などの PC を用いた定型的な事務作業を RPA で自動化。 

2. サービス向上 

・顧客の利用状況や設備の状態をデータ分析することで、顧客のニーズに合わせたきめ細

やかなサービスを提供することが可能。 

3. 人手不足解消 

・AI チャットボットなどによる作業支援ツールを導入し、従業員の負担を軽減。 

など 

 

今後も、アプリケーションソフトやクラウドの活用、AI や IoT などの技術を活用した既存業務の

置き換えができるような、新たな製品や取り組みが進むことが期待されています。 

 

 



５．スマートビルとビルメンテナンスについて 

スマートビルでのビルメンテナンスは、IoT（モノのインターネット）や AI（人工知能）などの技

術を活用し、ビルの設備や環境を効率的に管理することになります。そのためには、ビルそのも

のがスマート化されている必要があります。スマート化が進めば以下の様な事が出来るようにな

ると想定されます。 

 

1. 空調や照明、電気設備などの設備にセンサーを設置し、温度、湿度、稼働状況などをリアル

タイムに監視し収集します。収集したデータは、クラウド上で一元管理され、異常が発生し

た場合はすぐに通知されます。 

2. 収集したデータを AI で分析することで、設備の劣化状況を予測したり、故障が発生する可

能性が高い箇所を特定したりすることができます。これにより、適切なタイミングでメンテ

ナンスを行うことができ、設備の稼働率を向上させることができます。設備の故障によるダ

ウンタイムを削減したり、エネルギー使用量を最適化したりすることで、コストを削減する

ことができます。 

3. センサーや AI による分析結果に基づいて設備を自動的に制御し、利用者のニーズに合わせ

て、室温や照明などを自動的に調整することで、快適性を向上させることができます。これ

により、人手による作業を減らすことができ、省人化と効率化を実現することができます。 

 

現在見えているスマート化への課題 

1. センサーや AI などのシステム導入には、初期投資コストがかかります。 

2. システムをハッキングされるリスクがあるため、セキュリティ対策が必要です。 

3.  新しいシステムを導入・運用するためには、人材育成が必要です。 

 

ビルのスマート化は、今後ますます進展していくことが予想されます。技術の進歩により、導入

コストが低くなったり、セキュリティ対策が強化されたり、人材育成のプログラムが充実したり

することで、課題が克服されていくと考えられます。 

スマートビルガイドライン | 社会・産業のデジタル変革 | IPA 独立行政法人 情報処理推進機

構 



６．スマートビルの先にあるスマートシティ 

スマートシティとは、内閣府の定義ではグローバルな諸課題や都市や地域の抱えるローカルな

諸課題の解決、また新たな価値の創出を目指して、ICT（情報通信技術） 等の新技術や官民各種

のデータを有効に活用した各種分野におけるマネジメント（計画、整備、管理・運営等）が行わ

れ、社会、経済、環境の側面から、現在および将来にわたって、人々（住民、企業、訪問者）によ

り良いサービスや生活の質を提供する都市または地域とされています。 

ICT を活用して、都市全体を効率的に運営し、市民の生活の質を向上させる取り組みです。スマ

ートビルは、スマートシティを構成する要素の一つとして位置づけられています。スマートビル

とスマートシティは、互いに連携することで、さらに効果を発揮することができます。例えば、

スマートビルで収集したデータをスマートシティのプラットフォームに共有することで、都市全

体のエネルギー使用量を分析したり、交通渋滞の状況を把握したりすることができます。スマー

トビルとスマートシティは、まだ発展途上ですが、今後ますます普及していくことが予想されて

います。また、スマートビルとスマートシティは、持続可能な社会の実現に貢献することが期待

されています。 

 

 

図  ス マ ー ト シ テ ィ の 実 現 イ メ ー ジ  

（内閣府の HP より） 

スマートシティ - Society 5.0 - 科学技術政策 - 内閣府 (cao.go.jp) 

 



ビル関連ソリューションの
ご紹介



１．当社ご紹介

2
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1.(1)阪急阪神ホールディングスの概要

3

エンタテインメント都市交通 不動産 情報・通信 旅行 国際輸送

• ミマモルメ

  他4社

放送・通信事業 情報サービス事業 あんしん・教育事業

阪急阪神
不動産

阪急
交通社

阪急阪神
エクスプ
レス

阪急電鉄

阪神電気鉄道

阪急阪神ホールディングス

• 阪神ケーブルエンジニアリング

• ベイ・コミュニケーションズ

• BAN-BANネットワークス

• アイテック阪急阪神

• アールワークス

• ユミルリンク

阪急阪神ホールディングス 収益構造 （2022年3月31日現在）

連結営業収益
7,435億円
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1.(2)アイテック阪急阪神の概要

4

創○○業 1969年6月

従業員数

拠○○点

創業経緯

事業姿勢

約980名

大阪（750名）・東京（230名）・名古屋（数名）

鉄道事業をICTで効率運営するために、阪神電鉄が子会社として設立

メーカ系列に属さない、マルチベンダー型システムインテグレータ

「オープン・マルチベンダ」の弊社モットーに賛同する、
国内外のパートナーと一緒にシステムをつくりあげます。

メーカ依存から脱却したモノづくりを通し、柔軟かつ、低コストでの
導入・維持を可能にします。
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1.(3)アイテック阪急阪神の概要

5

■従来のクローズシステム
（メーカ独自規格）

■オープンなビルシステム

①コスト ・戦略的に初期費を安価にし、導入後
のランニング費や更新費で利益を得よ
うとする

・導入後も、メーカ主導にならないため、
常に競争原理がはたらき、適正価格になる

②保守、修理
改造

・仕様、価格ともに導入メーカに依存
・保守部品や保守期間もメーカに依存
することになる

・仕様、価格ともにユーザ主導
・メーカからの部品供給が中止されても、
他メーカから調達し運用可能

③他メーカ接続 ・独自規格のため困難な場合が多い ・通信規格がオープンなため、異なる
メーカとの接続も容易

オープンシステム導入により

ビルオーナー様自らでライフサイクルコストの判断が可能に。

■メーカ依存から脱却したモノづくり

■「オープン・マルチベンダ」国内外パートナーとの協業

不動産オーナ 様

元請システムインテグレータ
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1.(4)当社の目指すビル管理システムの将来イメージ

6

トータル的なコスト軽減

各建物の設備監視や各管理システムを繋げることで

統合集約しやすい仕組みをつくり効率的に仕事ができる環境



２．ご提供システム

7
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2.ご提供システム
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②モバイルソリューション
※手軽かつ安価にDX化を検討時に

①ビル監視制御ソリューション
※設備・防犯等の監視システム
  構成見直しやLCC削減検討時に

・クラウド構築
※自社クラウド、パブリッククラウド

・ネットワークインフラ構築

⇒トータルでご提案可能です。
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中央監視システム「OCTBAS-NEXT」

オープンプロトコルに対応し、自社製ソフト・Icontを用いて構築する中央監視システムです。
クラウド対応により、BCP対策やライフサイクルコスト低減を実現します。

9

2-1 ビル監視制御ソリューション（中央監視システム）
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2-1 ビル監視制御ソリューション（中央監視システム）
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Interne
t

クラウドサービス

Firewall中央監視
サーバ

VPNルータ
VPNルータ

中央監視サーバ 監視端末

弊社Icont 弊社Icont 他社Icont

設備機器 設備機器 設備機器

統合Icont

通信線が不通に
なった場合、
②へ自動切替

①通常の監視ルート

② 通信回線
 不通時の
 監視ルート

クラウド化の場合
サーバは不要

設備機器

弊社Icont

システム構成図

ＢＡＣｎｅｔ

タブレット

LTE回線
3G回線

スマートフォン
リスト型画面、状態一覧画面

①通常の監視ルート時の操作画面

②通信回線不通時の管理ルート

回線不通時には警告を表示。
設備監視は通常どおり行えます。

タブレットを用いた
監視も行えます。

アイテック阪急阪神 クラウド型中央監視システムの概要
データセンターのサーバを利用し、ビル設備の監視が必要な拠点と回線を接続することで、ビル設備状態の監視や制御を

実施することができます。従来のオンプレミス型と通信レスポンスは変わらず、ビル設備情報は堅牢なデーターセンターにて
管理されるため、障害や災害に強くお客様の大切なデータを守ることが出来ます。

＜主な特徴＞

① 本システムでは５~７年ごとの中央監視サーバ更新が不要となります。

    → システムを長期保障し、ライフサイクルコストの平準化および削減を実現します。

② 中央監視サーバをデータセンターにて運用します。

 → ハードウェア障害などの突発的な障害が発生し辛く、BCP対策などのメリットがあります。

③ 通信回線が不通となった場合でも、統合Ｉｃｏｎｔによる継続監視運転を実現します。

 → 機能停止リスク回避を図ります。

11

2-1 ビル監視制御ソリューション（中央監視システム）



Copyright © ITEC HANKYU HANSHIN.Co.,Ltd. All Rights Reserved.

クラウド型中央監視システムの画面

メール

画面表示

ＵＲＬクリックで
警報発生箇所の確認

監視画面 メール通知・スマートフォン画面

12
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アプローズタワー

ファイル:Applause-Tower-02.jpg

ハービスOSAKA･ENT

ホテル阪急インターナショナル グランデュオ立川

新築案件

物件名 竣工時期 監視点数 システム

ハービスENT 2004年度 28,000点 中央監視・課金

御影クラッセ 2008年度 1,000点 中央監視・課金

TX秋葉原ビル 2008年度 700点 中央監視

阪急西宮ガーデンズ 2008年度 4,500点 中央監視・EMS

阪神甲子園球場 2009年度 2,100点 中央監視・課金・EMS

NU茶屋町プラス 2010年度 450点 中央監視

住友倉庫 淀屋橋ビル 2013年度 2,300点 中央監視・EMS

住友倉庫 南港北倉庫 2014年度 1,300点 中央監視

エビスタ西宮（増床棟） 2018年度 371点 中央監視・課金

大阪梅田ツインタワーズ・サウス（Ⅰ期） 2018年度 4,500点 中央監視・課金

大阪梅田ツインタワーズ・サウス（Ⅱ期） 2021年度 16,000点 中央監視

リニューアル案件

物件名 竣工時期 監視点数 システム

グランデュオ立川 2011年度 2,000点 中央監視

ホテル阪急インターナショナル 2013年度 3,600点 中央監視

アプローズタワー 2013年度 8,400点 中央監視・EMS

福島阪神ビル 2013年度 1,800点 中央監視・課金

都ホテル尼崎 2014年度 1,900点 中央監視

阪神甲子園球場 2015年度 2,100点 中央監視

シェラトン都ホテル東京 2016年度 1,700点 中央監視

ラグザ大阪 2016年度 3,000点 中央監視

ハービスOSAKA 2017年度 10,000点 中央監視クラウド

野田阪神ビル（WISTE） 2017年度 1,800点 中央監視クラウド

厚木アザレアビル 2017年度 700点 中央監視クラウド

ハービスENT 2018年度 28,000点 中央監視クラウド

ロサヴィア茨木 2018年度 800点 中央監視・自動制御

阪急電鉄本社ビル 2018年度 1,300点 中央監視・自動制御

NU茶屋町プラス 2018年度 450点 中央監視

シマブンビル 2018年度 10,000点 中央監視クラウド・自動制御

エビスタ西宮（阪神百貨店含む） 2019年度 1,000点 中央監視・課金

阪神星光ビル 2019年度 1,200点 中央監視

野田阪神センタービル 2019年度 1,800点 中央監視クラウド

アーバネックス小倉ビル 2019年度 146点 中央監視クラウド

名鉄神宮前東口ビル 2019年度 1,450点 中央監視

TDS三田ビル 2019年度 730点 中央監視

阪神産経桜橋ビル 2020年度 800点 中央監視

エトレ豊中 2020年度 2,000点 中央監視

仙台東宝ビル 2020年度 120点 中央監視

梅田芸術劇場 2020年度 700点 中央監視

関西学院会館 2021年度 100点 中央監視

関電工多摩支店 2021年度 300点 中央監視クラウド

パシフィックマークス月島 2021年度 1200点 中央監視・自動制御

大阪梅田ツインタワーズ・サウス  

2-1 ビル監視制御ソリューション（中央監視システム）※導入実績
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・中央監視の上位は当社が構築する一方で、下位システムは各システムベンダーが構築する水平分業しています。
・BACnet通信を採用することで、各システムベンダーのIcontとメーカーフリーで接続できるシステムを構築。
・中央監視サーバは二重化されており、可用性の高いシステムを構築。
・二期工事ではオフィスゾーンに入居されるテナント向けのBEMSを導入しています。

＜中央監視システム構成＞

BACnet/IP

中央監視サーバ 監視端末

防災センター

弊社製
Icont

弊社製
Icont

汎用
LonI/O

LonWorks
受変電設備 衛生設備照明設備

各種メーター

空調設備

他社製
Icont

他社製
Icont

他社製
Icont

中央監視DBサーバ プリンター

他社製
Icont

フル2線

熱源設備

他社製
Icont

防犯設備防災設備

大型モニタ

(アズビル) (アズビル) (アズビル) (ホーチキ) (三菱電機)

監視端末 監視端末 監視端末 監視端末

弊社施工範囲（Ⅰ）

<参考 管理点数>
Ⅰ期竣工時 約  4,500点(電気約1,850点、熱源約1,200点、空調/衛生約1400点、防災約50点)
Ⅱ期竣工時 約16,000点(電気約3,200点、熱源約1,250点、空調/衛生約11,400点、防災約100点、防犯約550点)

弊社施工範囲（Ⅱ）

BEMS

弊社製
Icont

汎用
LonI/O

LonWorks
受変電設備 照明設備

各種メーター

上位
システム

下位
システム

アイテック阪急阪神製

2022年竣工、38階建て

大阪梅田ツインタワーズ・サウス
延床面積 260,000 m²  
監視ポイント点数   20,500 点

他社製
Icont

(三菱電機照明)

■中央監視システム（大阪梅田ツインタワーズ・サウス）

2-1 ビル監視制御ソリューション（中央監視システム）※導入実績
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2-2 ビル監視制御ソリューション（中央監視システム）※導入実績

メーカ独自方式のシステム 国際規格に基づくオープン化システム

種別 設置階 台数 管理点数 対象設備

中央監視
遠隔制御盤
（ＲＳ盤）

Ｂ３階 ６台 ７４０点 空調機×60・ファン70
水槽×17・ポンプ×14 他

Ｂ２階 ３台 １５０点 空調機×9・ファン×14
ポンプ×4・照明×30 他

１階 １台 ４５点 ファン×1・空調機×1
照明×7 他

屋上階 １台 ９０点 冷却塔×4・ファン×16
水槽×2・ポンプ×3 他

小計 １１台 １，０２５点

空調機自動
制御盤
（ＤＰ盤）

Ｂ３階 ３台 ２３０点 空調機×11・ファン×15

Ｂ２階 １台 ２４点 空調機×2

Ｂ１階 １台 １８点 空調機×2

小計 ５台 ２７２点

合計 １６台 約１，３００点

■中央監視システム （シェラトン都ホテル東京）
・元々、メーカー独自通信方式であったシステムを更新の際に、国際規格の通信方式に変更し、オープン化システムを採用頂きました。
今後、機器更新や修繕発生時に柔軟な機器選定が可能となり、コスト削減につながります。
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複数ビル一括管理システム「i-BuilMO」

複数ビルの設備情報（状態・警報）を遠隔で一括監視するシステムです。
物件規模に合わせたシステムを取り込むことで、様々な規模の物件の一括監視が可能となります。

16
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∎ 構成イメージ（詳細）

既設中央監視
※BACnet接続

①-1：BACnet接続

リモートKVM
※BACnet非対応の場合

②-1：設備監視装置

①現場ビル（中央監視あり（メーカ問わず））

①-2：リモートKVM装置

②現場ビル（中央監視なし）

②-2：代表警報装置

コントローラ等
※ご要件で検討

コルソス ほか

当社
Icont

アイテック中央監視

他社
Icont

他社中央監視

アイテック製中央監視
（OCTBAS）が
導入されている場合

他社の中央監視で、
BACnet通信を
採用している場合

独自通信

他社装置

他社中央監視

他社の中央監視で、
BACnet通信を

採用していない場合

設備の代表警報信号を
監視する場合

設備警報

監視端末

中央監視
サーバ

アイテック中央監視クラウド

アイテック群管理クラウド

リモートKVM

コルソス

リモートKVM

コルソス

代表警報装置

監視端末

コントローラ
等

監視端末

設備監視装置

中央監視のない物件で、
設備の監視・制御を行いた

い場合

各種警報信号各種警報信号 代表警報信号 KVM操作 各種警報信号 代表警報信号

移報

BACnet/IP

2-2 ビル監視制御ソリューション（複数ビル一括管理システム）
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【ビル群管理システムの活用例】※学校様の例

■学校様でよくお聞きする課題
・各建物に別メーカーの中央監視があり管理が煩雑
・各建物に行かないと設備情報がわからない。（代表警報しかわからない）

1号館

2号館

3号館

※以下の図はイメージです。

大学内防災センター

A社製中央監視

B社製中央監視

C社製中央監視

クラウド群管理サーバ

大学キャンパス内群管理システムの導入で・・・
他社製問わずシステムを一元的に管理可能です。

・各建物のシステム更新時に他社を検討でき、価格競争によるコスト減
・操作画面を統一化できる。
・モバイルによる遠隔監視により管理効率化（巡回中等）

モバイル端末

2-2 ビル監視制御ソリューション（複数ビル一括管理システム）
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総合管理センター

沿線事務所

沿線事務所

沿線事務所

沿線事務所 沿線事務所

沿線事務所

沿線事務所

沿線事務所

沿線事務所

監視センター（第二拠点）

・阪急電鉄各沿線で管理されている各物件の設備を
総合管理センターで24時間体制で集中監視されています。

・総合管理センターは夜間無人となる物件への駆けつけ拠点です。
・各ビルの中央監視装置の副盤が設置されている、中央監視が無いビルは
警報盤の接点信号を遠隔通報装置を経由して、群管理システムで
設備状態の監視を実施しています。

■阪急阪神グループでの事例

【ビル群管理システムの活用例】※ビル管理会社様の例

2-2 ビル監視制御ソリューション（複数ビル一括管理システム）
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監視カメラシステム

オープンマルチベンダーにより、様々なメーカのカメラ映像を一元管理します！
また、カメラ映像は防犯用途だけではなく、映像解析を行うことで、様々なシーンで活躍します。

21
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監視カメラシステムの概要
国内No.1カメラ統合監視ソフト「アロバビュー、アロバビュークラウド」を採用しており、国内、海外の主要１７メーカー、

４００機種以上のネットワークカメラに対応するため、最適な仕様・コストで機器の選定・構築を行います。また、複数メー
カーのカメラが混在しても、一つのソフトウェアにより管理・運用を行うことで、統一的な操作性を提供します。

◆ 柔軟な表示方法に対応

◆ 直感的な録画再生

◆ 簡単ダウンロード

◆ 複数メーカーのカメラを接続可能

※接続可能な機種については別途お尋ねください。

分割表示、ローテーション表示など、表示方法を柔
軟に変更することができます。

カレンダーやサムネイルから録画映像を
簡単に検索、再生することができます。

録画映像は監視PCへダウンロードして外部出力可能です。
・ 静止画像はJPGファイルで出力
・ 動画は再生専用ソフト「ArobaViewPlayer」形式で出力。
AVIファイルにも変換可能です。
・ 警察等からの録画映像提出要請にも迅速に対応可能。

メーカーが異なるカメラ映像も
統一された画面インターフェース上に表示

22

2-3 ビル監視制御ソリューション（監視カメラシステム）



Copyright © ITEC HANKYU HANSHIN.Co.,Ltd. All Rights Reserved.

カメラシステムの更新を検討しているが、できるだけ安く更新したい。
特長１・特長２をご覧ください。

カメラを増設したことで、複数メーカーの監視システムが乱立している。使い勝手がメーカー毎に異なる。操作性の統一・省スペース化できないか。
特長３をご覧ください。

監視装置を設置している場所から離れると、トラブルに気づかず、対応が遅れる。早期発見、通知してくれる手段はないか。
特長４・特長５・特長６をご覧ください。

【特長１】目的に応じ２種類の監視ソフトをご提供

【特長５】侵入検知信号とカメラ映像を連動

【特長３】コスト・目的に応じ17社400機種以上
のカメラからご提案

【特長４】スマホからライブ映像を閲覧可能 【特長６】映像解析システムとカメラを連動

【特長２】更新案件においては同軸ケーブルを
流用した、省配線なご提案

低価格・シンプル機能 高機能・映像解析
大規模監視向け

人感センサーや赤外線センサー
などの検知信号をシステムに取り込み、

ご担当者にお知らせする仕組みをご提案できます。

AXIS Panasonic TOA
Canon JVC 東芝
東芝テリー ELMO SANYO
DNP ARTRAY OPTEX
HIKVISION COREGA CREW
SHARP Sony ELECOM

Bosch
VIVOTEK 
Huawei
Onvif
アイホン

ＸＰｒｏｔｅｃｔ対応カメラ（150社6,000種類以上）

そのまま
流用

新品に
更新

新品に
更新

複数メーカー共存OK・既存カメラ取込みOK

貴社の環境

カメラ 弊社クラウド
録画配信サーバ

カメラ 録画サーバ 貴社配信サーバ

弊社クラウド利用・貴社配信サーバから選択できます

01:30～04：30

転倒者検知システムや行動検知システム
などの検知信号をシステムに取り込み、

ご担当者にお知らせする仕組みをご提案できます。

アロバビュー対応カメラ（17社400機種以上）

映像監視だけではなく、高度な映像管理・映像解析連携が可能な監視カメラソリューション「XProtect」もご提案可能です。
以下のようなお困りごとに対して、アロバビューやXprotectをお客様の要件に合わせて設計いたします。

＜お困りごとの例＞
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カメラ

映像解析ソリューションの一例

照明を使用せず、0lx環境で撮影が可能なサーモ
カメラを用いて、侵入者を検知するとアラートを
出力することが可能です。

特定のテナント前・入口付近の防犯カメラの
映像をプライバシーに配慮した加工を施し、
配信します。また、混雑率の算出も可能です。

既存の監視カメラ映像を用いて、予め登録した人物を
検出した場合にアラートを出力することが可能です。
また、ウォークスルー認証にも対応しております。

サーモカメラを使った侵入者検知 混雑状況配信 顔認証によるVIP検出・ブラックリスト検出

カメラ内の行列を検出して、何人並んでいるか
計測することができます。人数情報を配信する
ことができます。

画角内の人物の性別・年齢帯・滞在時間を
検出することができます。デジタルサイネージの
広告販売の際にご活用いただくことが可能です。

一定時間滞在している人物や千鳥足の人物、
物品の放置などを検出しアラートを出力することが
可能です。

行列・待ち人数計測 人物属性検出 不審行動検出

※これらはすべて映像解析を用いているため、100％確実な検出や計測がおこなえるわけではありません。 画角や解像度、周辺環境により精度は変化します。
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集中検針システム「めたぽすと」

ビルの電気、ガス、水道等の使用量を算出するすための「検針業務」において、
ミスが起こりやすく時間もかかる一連の作業を、手軽にDX化します！

25
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2-4 モバイルソリューション（めたぽすと）
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検針値自動
集約装置

動力系電灯系

動力盤

分電盤

課金システム

パルス発信器
付電力メータ

キュービクル

スマートフォン

各拠点

各拠点
検針端末

既設
ビル中央監視
システム

ファイルによる
情報受け渡し

（ビル側装置） 自動集中検針
システム

クラウド

システムの役割
・検針値から使用量算出
・前月値、今月値チェック

各拠点
検針端末

取引用メータ

自動で検針値を収集して
くれるので楽になった

怪しい検針数値があると
アラートを出してくれる
のでミスが減りそうだ

装置検針値自動収集装置を使って検針値を収集 中央監視システムを使って検針値を収集

集中検針システム全体イメージ

スマートフォンを使って検針値を収集

集中検針システムの構成例
集中検針方式およびスマホを活用した一部自動検針のシステム構成例をご紹介いたします。

自動検針

自動検針 手動検針

27
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デジカメや大量の図面など、荷物が多い…

図面忘れなどで現場と事務所を無駄に往復することが多い…

帳簿作成や写真の整理など、事務所作業で残業の原因になっている…

＜建設作業員様の課題＞

建築図面・現場監理アプリ で解決！

クラウド型図面管理ソフト！現場の業務効率化・社内外のコミュニケーション円滑化！
クラウドサーバに保存した大量の図面や写真をiPad端末で携行可能にする図面管理／情報共有ソフトです。

情報共有

図面上に点検・検査記録の写真を
登録・貼付ができ、指摘事項を入
力することが可能。電子黒板を付
けた写真撮影も可能。

帳簿出力

図面上に点検・検査記録の写真を登
録・貼付ができ、指摘事項を入力す
ることが可能。

図面携行

大きく、かさ張る図面を持ち運ぶ
必要がなくなり、すぐに目的の図
面を表示することが可能。

2-5 モバイルソリューション（SPIDER PLUS）
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ト ピ ッ ク ス

阪急阪神ﾊｲｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ様 魅せる警備の実現に向けタブレットを導入
阪急阪神ハイセキュリティサービス様は、関西の主要施設などの巡回警備、イベント警備など警備業務全般を行っています。

近年、警備業務においても、多様化する利用者に対応した高品質なサービス提供が求められており、 「魅せる警備」として、質の

高い対応と立ち振る舞いを目指した新しい取り組みを推進されています。その一環として、警備員によるタブレットを活用した道
案内を開始しました。従来の紙の地図による道案内では、目的地までの経路や目印となる建物の特徴が伝わらないことがありました
が、タブレットの画面に地図や写真を表示し、より分かりやすい案内が可能になりました。

・複雑な道順や経路が長い目的地においても、地図と
目印の写真を表示することで、迅速で的確に案内が可能。

・訪日外国人の方にも、タブレット画面を見せながら直観的に案内が可能。

①目的地への行き方を聞かれた際、目的地にあわせて、あらかじめ準備していた地図や写真を選択し表示する。
②表示された地図に、現在地から目的地までの経路を指でなぞりながら説明する。（なぞった軌跡は画面に表示される）
③タブレットの画面に表示された情報をお伝えし、必要に応じてスマートフォンなどで写真を撮っていただく。

１．地図や写真を表示し、わかりやすい道案内が可能に！
タブレット画面に

直接書き込みが可能！

写真でわかりやすく伝える！

２．道案内への活用イメージ

警備員

＜タブレットの画面イメージ＞

タブレット

②

目的地への経路
 や距離を確認

通行人

写真で
建物を
確認

タブレットを用いた道案内の様子

地図や目印の写真などを
画面に表示して説明する

①

③画面を必要に応じて
スマホで撮影いただく

道案内で利用しているアプリケーションは、建築現場で活躍している となります。
     は図面や写真をタブレットで共有するクラウドサービスです。建築現場でよく利用する

「図面資料への手書き対応」や「写真を紐づけて管理する」機能が道案内対応でも役に立ちました！

②

警備業でのご活用例
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パートナー機能とは 動作環境について

トピック機能まいにちフォーム機能

2-5 モバイルソリューション（SPIDER PLUS オプション機能）



最後に 

 

本レポート作成で、目の当たりしたことは「スマートビルディング」と言っても、まだまだ黎

明期であり、当面の間は新築ないし大規模改修のビルに限定されるものと感じた。 

また大規模改修を行わない、既存ビルについては、中央監視設備や、自動制御設備の更新を機

に、部分的にスマート化されるものと思われる。 

それらを踏まえ、今後のビルメンテナンス業界としては、法律改正や、新たな制度やシステム

などの情報収集に努めることが、必要であることは言うまでもありません。 

 今回、紹介しました導入事例は、比較的導入のしやすいものを紹介しました。導入はしてみた

いが、どう言う物かわからず躊躇されている方にとって参考になれば幸いです。 

 

実事例を掲載するにあたり、見学やその内容についてご承諾いただきましたメーカー各社様、

導入企業様におかれまして深謝の意を表します。 
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